
地区別事業概要

事 業 名 農業競争力強化基盤整備事業 地区名 鋳銭司
す ぜん じ

農地整備事業

関係市町村 山口県山口市 事業主体 山口県
やまぐち し

事業目的 本地区は山口市の南東部に位置し、２級河川金毛川に沿って開けた農地で、水稲
を主体とした営農が展開されている。
農地は未整備で、区画は不整形で10a程度と小さく、水路も土水路であり、道路

も2.0m程度と狭小なことから水田の汎用化や機械の大型化等の妨げとなっている。
このため、本事業により、区画整理、用水路整備を行い、水田の汎用化や中型機

械の導入により、生産性の向上等を図るとともに、新たに設立される農業生産法人
への農地集積を促進し、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

81ha 133戸 2,400百万円 平成28～34年度

主要工事 区画整理 81 ha
用排水路 0.4Km

関連事業 農村地域防災減災事業：鋳銭司新堤地区
農村地域防災減災事業：正元田上堤地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,803百万円 3,568百万円 1.62 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：鋳銭司地区農業競争力強化基盤整備計画概要書（山口県農村整備課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　鋳銭司地区



地区別事業概要

なが お

事 業 名 農業競争力強化基盤整備事業 地区名 長穂
農地整備事業

しゅうなんし

関係市町村 山口県周南市 事業主体 山口県

事業目的 本地区は周南市のほぼ中央部に位置し、準用河川莇地川に沿って開けた農地で、
水稲を主体とした営農が展開されている。
一部の農地は昭和43年に整備されているものの、大半は未整備で、区画は不整形

で10a程度と小さく、水路も土水路であり、道路も2.0m程度と狭小なことから、水
田の汎用化や機械の大型化等の妨げとなっている。
このため、本事業により区画整理による大区画化や暗渠排水を整備することで、

水田の汎用化や中型機械の導入により、生産性の向上等を図るとともに、担い手へ
の農地集積を促進し、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

66ha 159戸 1,643百万円 平成28～33年度

主要工事 区画整理 58ha
暗渠排水 ８ha

関連事業 －

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,098百万円 1,578百万円 1.32 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：長穂地区土地改良事業計画概要書（山口県農村整備課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業 長穂地区 農地整備事業（経営体育成型）



地区別事業概要

事 業 名 農業競争力強化基盤整備事業 
農地整備事業 

地区名 
たか き  せ 

高木瀬 

関係市町村 佐賀市
さ が し 事業主体 佐賀県 

事業目的  本地区は、佐賀市のほぼ中央に位置する市街地に囲まれた水田地帯であり、水稲
、麦を主体とした地域農業が展開されている。 
 しかし、道路が未整備の農地では、大型農業機械を活用した効率的な農作業がで
きず、多大な営農時間を要しており、農地の排水条件も悪いことから麦やタマネギ
等の作付けができない状況にある。 
 また、生産コストが高く、作物収量も少ない生産基盤では農業経営も安定せず、
担い手への農地利用集積が進まない状況である。  

このことから、本事業により区画整理による大区画化を行い、担い手の育成・確
保による地域農業の持続的な発展を図り、本地域の農業競争力の強化を図るもので
ある。 

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期 

76ha 150戸 2,062百万円 平成28～35年度 

主要工事 ・区画整理 76ha 

関連事業 ・国営総合農地防災事業 嘉瀬川上流地区 
・国営総合農地防災事業 佐賀中部地区 

費用対効果  Ｂ：総便益  Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

3,610百万円 2,611百万円 1.38 総費用総便益比方式 

概要図 別添のとおり 

出典：高木瀬地区土地改良事業計画概要書（佐賀県県土づくり本部農地整備課作成） 

佐賀県



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　高木瀬地区



地区別事業概要 

事 業 名 農業競争力強化基盤整備事業
農地整備事業

地区名
 み え ばらだいよん

三会原第４

関係市町村
   しまばらし

長崎県島原市 事業主体 長崎県

事業目的  本地区は、長崎県南部の島原半島東部にある島原市内の畑地帯に位置し、にんじ
んやだいこん等の根菜類の生産に力を入れ、積極的な営農が行われている。しかし
ながら、区画が未整備であることから大型機械の搬入が出来ないため、今後の農業
経営の安定を図るには農地集積による経営規模の拡大及び農業機械の大型化による
コスト縮減が必要である。
 このため、農地集積と機械利用効率化による生産性の向上による農業経営の安定
を図るために、区画整理及び畑地かんがい施設整備を一体的に整備し、担い手農家
を中心に主要作物であるにんじん・だいこんや他の作物の生産性を向上させ、安定
的な農業経営を確立し、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要   受益面積   受益戸数   総事業費    工  期

     112 ha     318 戸    2,798 百万円  平成28～34年度

  主要工事 ・区画整理 87ha
・畑地かんがい 112ha

  関連事業

費用対効果   Ｂ：総便益   Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

   4,561百万円    2,964百万円    1.53 総費用総便益比方式

概要図
別添のとおり

出典：三会原第４地区土地改良事業計画概要書（長崎県農林部農村整備課作成）





地区別事業概要

事 業 名 

農業競争力強化基盤整備事業 

農地整備事業 地区名 愛
あい

津原
つ ば ら

関係市町村 長崎県雲仙
うんぜん

市
し

事業主体 長崎県 

事業目的  本地区は、雲仙市内の緩やかな丘陵地に位置し、温暖な気候・立地条件を生かし、

ばれいしょの生産に力を入れている。しかしながら、現況は区画も不整形で分散して

いる上、狭い道路が複雑に入り組んでおり、営農効率が非常に悪い状況にある。また

、水源に乏しく慢性的な水不足から計画的な作付けを行うことが困難な状況になって

いる。 

このため、農地集積と機械利用効率化による生産性の向上、作物の単収向上による

農業経営の安定を図るため、区画整理及び畑地かんがい施設整備を一体的に整備し、

担い手農家を中心に耕作放棄地を解消し、主要作物であるばれいしょや他の作物の生

産性を向上させ、安定的な農業経営を確立し、本地域の農業競争力の強化を図るもの

である。 

事業概要   受益面積   受益戸数   総事業費    工  期 

58ha 178戸 2,046百万円 平成28～33年度 

  主要工事 

・区画整理 58ha 

・畑地かんがい 58ha 

  関連事業 該当なし 

費用対効果   Ｂ：総便益   Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

2,665百万円 1,729百万円 1.54 総費用総便益比方式 

概要図 

 別添のとおり 

出典：愛津原地区土地改良事業計画概要書（長崎県農林部農村整備課作成） 



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　愛津原地区
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